
宮城県農業土木工事施工管理基準

新旧対照表

平成２９年１０月

宮城県農林水産部



 

改正後 現 行 

第１項 宮城県農業土木施工管理基準及び 

宮城県農業土木施工管理基準実施要領 
 
 

宮城県農業土木工事施工管理基準 
 
１．目 的 ～ ３． 施工管理の基本構成 【略】 

 

４． 施工管理の実施 

（１）～（８） 【略】 

 

５．検査（完成・既済部分）時の提出内容 

（１） 【略】 

 

６．その他 

 （１） ～ （２） 【略】 

 （３） 施工管理に当たっては，「土木工事施工管理基準の手引き」（平成19年3月30日付け18

農振第2123号農村振興局整備部長通知）を参考にするものとする。 

 

７．用語の定義 【略】 

 

 

 

宮城県農業土木工事施工管理基準実施要領 

 
【略】 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

第１項 宮城県農業土木施工管理基準及び 

宮城県農業土木施工管理基準実施要領 
 
 

宮城県農業土木工事施工管理基準 
 
１．目 的 ～ ３． 施工管理の基本構成 【略】 

 

４． 施工管理の実施 

（１）～（８） 【略】 

 

 

（９） 【略】 

 

 

 （10） ～ （11） 【略】 

 【新設】 

 

 

５．用語の定義 【略】 

 

 

 

宮城県農業土木工事施工管理基準実施要領 

 
【略】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



 

改正後 現 行 

第２項 直接測定による出来形管理 
 
１ 共通工事 ～ ７ 農道工事  【略】 

 

８ 水路工事 

 

開水路（現場打ち） ～ 管水路（遠心力鉄筋コンクリート管）RC 管  【略】 

 

 

 

 

 

開水路（硬質塩化ビニル管） ～ ジョイントコート  【略】 

 

第２項 直接測定による出来形管理 
 
１ 共通工事 ～ ７ 農道工事  【略】 

 

８ 水路工事 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

開水路（硬質塩化ビニル管） ～ ジョイントコート  【略】 

 



 

改正後 現 行 
 

 

  

 
管水路基礎（砂基礎等） ～ ボックスカルバート水路  【略】 

 

 

 
 

 
 

 
 
管水路基礎（砂基礎等） ～ ボックスカルバート水路  【略】 

 



 

改正後 現 行 
 

９ 河川護岸工事 ～ 14 ため池工事  【略】 

 
別表ア ～ ウ  【略】 

 

別表エ  管水路（強化プラスチック複合管）ジョイント間隔管理基準値 

（単位：mm） 

注）１ ～ ４ 【略】 

  ５．継手部の標準断面は次ページのとおりであり、標準値は図の寸法ｙである。なお、基準

線に対し抜け出し側を（＋）とする。 

   

【削る】 

  ６．測定値は、受口部長さの製品誤差によりマイナスとなる場合がある。 

 

９ 河川護岸工事 ～ 14 ため池工事  【略】 
 
別表ア ～ ウ  【略】 
 
別表エ  管水路（強化プラスチック複合管）ジョイント間隔管理基準値 

（単位：mm）  

 
注）１ ～ ４ 【略】 

  ５．継手部の標準断面は次ページのとおりであり、標準値は図の寸法ｙである。なお、基準

線に対し抜け出し側を（＋）、 入り込み側を（－）とする。また、管理基準値等のうち（ ）

内数値は、点線で示した形状の管に適用する。 

  ６．D 形の場合は、受口側と挿口側を各々測定する。 

  【新設】 



 

改正後 現 行 
 

【削る】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：mm）     

 
 



 

改正後 現 行 
 

【削る】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表オ ～ カ  【略】 

 

（単位：mm）  

 
※管がストップゴムをつぶしている場合は（－）とする。なお、その場合受口側の値を０とする。 

 

別表オ ～ カ  【略】 



 

改正後 現 行 
 

第３項 撮影記録による出来形管理   【略】 

 
 

第４項 品 質 管 理  
   

 １ コンクリート関係 ～ ５ プレキャストコンクリート製品及び鋼材関係  【略】 

 

 ６ その他の二次製品 

 

 

 
 

塩化ビニル管 ～ ポリエチレン管  【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３項 撮影記録による出来形管理   【略】 

 
 

第４項 品 質 管 理  
   

 １ コンクリート関係 ～ ５ プレキャストコンクリート製品及び鋼材関係  【略】 

 

６ その他の二次製品 

 
 

 
 

 
 

 

塩化ビニル管 ～ ポリエチレン管  【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

改正後 現 行 
〔品質管理参考資料〕 

 
 １ 管水路の通水試験 ～ ８ レディミクストコンクリート単位水量測定要領（案） 

                                        【略】

 

 ９ ダブルナット（アンカーボルト）の施工について 

 （１）ダブルナットは、振動に対する緩み止めとして、二つのナットを使用してロックする一

般的な方法である。 

 （２）ナットには、１種（片面取り形）、２種（両面取り形）、及び３種（両面取りの薄形）が

あり、ダブルナットでは２種又は３種ナットを組み合わせて使用する。 

 （３）ナットの組み合わせは下図のとおりであり、２種ナットどうしの組み合わせを採用する

例が多い。 

  
（４）ダブルナットでは、軸力を受けるのは上ナットになることから、上ナットのトルク管理

をしっかり行い締め付けるものとする。なお、３種ナット（厚さが薄いナット）を上ナッ

トに使用してはならない。 
（５）ナットの締め付けは、次の手順で行わなければならない。特に手順３の作業を行わなけ

ればダブルナットの機能が発揮されないので、適切に施工管理を行うものとする。  

 
 （６）上ナットのボルト先端は、ナットの外に３山以上出るようにしなければならない。 

 

 

〔品質管理参考資料〕 

 
 １ 管水路の通水試験 ～ ８ レディミクストコンクリート単位水量測定要領（案） 

                                        【略】 

 

【新設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

改正後 現 行 
 

10 管水路（強化プラスチック複合管）ジョイント間隔管理基準値 

  強化プラスチック複合管について、現在生産中止となっている配管材に係るジョイント間

隔管理基準値を以下に示すので、機能診断業務等の参考にされたい。 

（単位：mm） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

改正後 現 行 
（単位：mm）       

 

 
※管がストップゴムをつぶしている場合は（－）とする。なお、その場合受口側の値を０とする。

注）1.管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。 
  2.（参考）規格値は埋戻し後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超え

てはならない。 
3.測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径 700mm 以下の場合

は、管の外から確認してもよい。また、埋戻し後の測定は、原則として呼び径 800mm 以上

に適用する。 
なお、「埋戻し後」とは、特に指示がない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除い

た埋戻完了時点とする。 
4.管の外面から測定する場合の測定位置は施工管理記録様式に示す a’b’c’d’とする。 
5.継手部の標準断面は次ページのとおりであり、標準値は図の寸法ｙである。なお、基準線

に対し抜け出し側を（＋）、入り込み側を（－）とする。また、管理基準値等のうち（ ）内

数値は、点線で示した形状の管に適用する。 
6.D 形の場合は、受口側と挿口側を各々測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

改正後 現 行 
第５項 県工事検査基準及び土木工事検査技術基準（標準例） 
 

県工事検査基準  【略】 
 

 
土木工事検査技術基準（標準例） 

 
 １ ～ ４ 【略】 
 
 別表第１  【略】 
 別表第２ 出来形検査基準 
  １ 共通工事 ～ 14 ため池工事 【略】 
 別表ア ～ イ  【略】 
 
 別表ウ  管水路（強化プラスチック複合管）ジョイント間隔規格値 
 
【削る】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５項 県工事検査基準及び土木工事検査技術基準（標準例） 
 

県工事検査基準  【略】 
 

 
土木工事検査技術基準（標準例） 

 
 １ ～ ４ 【略】 
 
 別表第１  【略】 
 別表第２ 出来形検査基準 
  １ 共通工事 ～ 14 ため池工事 【略】 
 別表ア ～ イ  【略】 
 
 別表ウ  管水路（強化プラスチック複合管）ジョイント間隔規格値 

 



 

改正後 現 行 

 
注）１ ～ ２  【略】 
  【削る】 

 
【新設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）１ ～ ２  【略】 
  ３．( )内の数値は、下図の点線で示した形状の管及び C 形継手に適用する。 

 

 

 
 

 




